
第1回　IC出力バッファから後段のIC入力バッファまでを等価回路にする（2024年6月号）
第2回　「出力バッファのウソ」ドライブ能力の現実（2024年7月号）
第3回　ノイズの発生源…ディジタルICの 「貫通電流」 の回路メカニズム（2024年8月号）

図1　放射ノイズを理解するときに重要な関係式
配線や基板などで発生する共振によって放射効率が大きく変わ
ってくる．まずは共振について理解を深める
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● しばらくは放射ノイズの理解に必須な「共振」の解説
今回からは，基板設計における放射ノイズ（主に

コンデンサ設計）について解説していきます．まず，
放射ノイズの理解のために最も基本かつ必須な理屈
である「共振」について，丁寧に説明していきます．
　ここで述べる共振は，一般的な基板設計における
配線や基板，LC 共振，それらの共振のことを示します．
　基板からの放射ノイズを知るための手順としては，
まず共振をしっかり押さえないとダメなはずです．
共振についての理解が無い，または浅いと，放射ノ
イズを正しく理解できません．

放射ノイズの理解に
まず「共振」の理解が必須な理由

　放射ノイズについての資料は，なぜか共振にまった
く触れられることがなかったり，あってもあまりにも
簡単でおざなりな説明だけだったりです．ここでは，
共振についてこのくらい知っていれば，もう少し楽に
放射ノイズ設計を知ることができたのに…と私が考え
ている内容を書いていこうと思います．

●「電波として出てくる理屈」は後からでよい
放射ノイズが出る，つまり電波が出るのは，なぜで

しょうか？どのような理屈で出るのでしょうか．
　空間に電波が出てくるメカニズムを知るには，アン
テナ理論から始めなければなりません．しかし，分か
らない人に向けてここを解説しても，イヤになって終
わるだけでしょう．アンテナの理論は，ある程度イメ
ージができるようになって，必要な場面がでてきたら
学べばいいと思っています．

● まずはノイズが特定周波数に偏る原因「共振」を
理解したい
　ここでは，電波が出るよりもちょっと前の段階，放
射ノイズがなぜ特定の周波数で出てくる（強調される）
のか，その理由である共振について説明します．
　放射ノイズの理屈を知らない人から見れば，とても
ミステリアスです．でも，その基本の仕組み（共振）を
きっちり理解すれば，その先は違った景色になると思
います．
　放射ノイズの大雑把なイメージを図1に示します．
　放射効率は，多くの場合はその元になるエネルギー
が伝搬する配線や基板（プレーン）の周波数特性（共振
特性）です．
　その配線や基板の周波数特性を形作る基本メカニズ
ムが共振（現象）です．つまり，放射ノイズを知る，放
射ノイズを考えた設計をするためには，共振，共振特
性を知らなければならない，ということです．

● 特に「どんな周波数で共振が起こるのか」を解説
物理的な共振現象とはなんぞや，と言われると，そ

れはそれで難しく，分からない人に単純＆完璧な理屈
で簡単に伝えるのは困難です．ここでは，共振現象そ
のものについての解説は省略します．
　そのかわり，共振という根源的な現象を理解したち
ょっと先の，なぜ特定の周波数で共振が起こるのか，
その周波数でどのようなことが起こっているのか，そ
の辺りを中心にお話したいと思います．

「長さ」で起こる共振と
「LC（部品＆成分）」で起こる共振

● まずは共振の大枠をつかむ
放射ノイズや，放射ノイズが出るメカニズムがさっ

ぱり理解できない，イメージできない，そういう人は，
共振（現象）というものを知らないか，うまく理解でき
ていないと推測します．

アンテナだ，プレーン共振だなどという前に，まず
は，共振という大きな原理原則を知りましょう．
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